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事前準備（確認事項）

 通信環境

…学校・家庭のＷｉＦｉ・端末

 アプリ・ソフトウェア

…有償・無償

 セキュリティ

 実施方式

①ライブ双方向方式②事前収録方式

③両方式併用

（時間配分・授業内容）
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ライブ双方向方式

Ｗｅｂ会議システムを使用
…《例》ＺＯＯＭ・ Skype他（有償・無償）

特徴・メリット

…画面を黒板の様に全員で共有できる

…ライブでお互いの表情等が確認できる

…マイク機能でお互いに発言ができる

…チャット機能で文字発言もできる

…分割してグループ（ペア）ワークなどもできる

…グループに先生が参加できる（コラボ型）
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事前収録方式

 事前収録した動画等を放映する片方向方式

 黒板等での実写やプレゼンソフトでの収録

 学校ＨＰ上の配信、ＤＶＤ配布、専用チャンネル

やYouTube等での公開

 メリット

…生徒が時間・教科・範囲を好きな様に

選択できる（生徒の視聴確認も必要）

 デメリット

…一方通行なので別途質問対応などが必要



5

両方式併用

両方のメリットをそれぞれ生かせる

 1コマの中で前半はオンデマンド、後半は

双方向といった使い分け

授業内容や教科の特色により使い分ける

生徒の通信、ＩＴ環境により使い分ける

オンデマンドを家庭での予習・復習に活用
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留意点・課題（ライブ双方向方式）
 時間配分
…教室授業より時間割を短時間に

（１対１の心理的環境になり生徒側の集中力が持続
できない）

 心構え
…教室授業とは全く別物である
…リアルでの様々な指導が届かない
…生徒の学習意欲をいかに引き出すか？
…生徒の表情・態度・言動で授業をやりながらアレンジ

して行く
 プリントやアンケートなど紙媒体などでのフォロー
 イヤホン・ヘッドホンの使用（ハウリング予防）
 チャット機能の活用（生徒の状況把握）
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留意点・課題（事前収録方式）

一方的にならないように

生徒が飽きないように工夫する

人気YouTubeなどを研究

 フォント・アニメーション・サウンド効果など

内容以外も工夫する

長時間にしない（１コマ30分以内）

動画を流したままにしない

質問方法などの工夫

自宅以外（自習室や図書館）の活用


